
 

原子力リスク研究センター（NRRC） 第 3回 原子力経営責任者会議 議事概要 

 
１．日 時：2015 年 5 月 29 日（金）9：30～11：30 
 
２．場 所：電力中央研究所（大手町本部）役員大会議室 
 
３．出席者：（順不同、敬称略） 
   主査：アポストラキス（NRRC）  
   委員：酒井（北海道電力）、井上（東北電力）、姉川（東京電力）、阪口（中部電

力）、金井（北陸電力）、豊松（関西電力）、古林（中国電力）、柿木（四国

電力）、荘野（九州電力）、市村（日本原電）、田中（日本原燃）、永島（電

源開発）、横山・尾本（NRRC） 
   ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：尾野（電事連）、倉田（JANSI） 
   幹事：横尾・示野（NRRC） 
 
４．議 題：   
   (1) 2014 年度研究成果 
   (2) 第 3 回技術諮問委員会結果 
   (3) アポストラキス所長との意見交換 
          
５．資 料：  

3-1 第 2 回原子力経営責任者議事録案 
       3-2-1 2014 年度の研究開発成果について 
   3-2-2 2014 年度の主要な研究成果 
  3-3 技術諮問委員会（TAC）の開催状況結果について 
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６．議事 
議事に先だって、幹事より、関係機関相互の連携を強化する観点から、今回より原子力

安全推進協会（JANSI）が、オブザーバーとして参加することになった旨が紹介された。 
1） 2014 年度の研究成果について 
座間・酒井研究コーディネータより、2014 年度の主要な研究成果についての報告がな

された。 
（委員からの主なご意見） 
・人間信頼性解析のガイドラインを実際の PRA にいつ適用するのかについては、性急

に無理な目標を立てて、中途半端な形になってしまわないように、リアリスティック

な目標を持つべき。 
 
2）技術諮問委員会（TAC）の開催状況について 
示野幹事より、5/25～28 に開催された TAC の結果について報告がなされた。 
（委員からの主なご意見） 
特になし 
 
3）アポストラキス所長との意見交換 
日本の産業界で安全目標の検討を進めていく際の考え方について、アポストラキス所長

と委員との間で意見交換が実施された。 
 

以上 
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